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児童の「認識の飛躍」をめざす授業デザイン

～書く力の育成とタブレットPC活用を通して～
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認識の飛躍について

学習を通して継続的に得られる知的情報と，その理解の過程を契機

として，新たに構造化された情報内容が短期間の間に発現すること

船城小学校では，「深い学び＝認識の飛躍」と定義
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個人での学び 認識の飛躍

分かったつもり

自分なりの考え方

なるほど

その方法もあるのか

（新たに）より分かった

こうした方がいいな

ペア，全体交流など

児童の「書く」力を育てることが重要

認識の飛躍を目指すためには，児童が自分の考えを整理して

他者に分かりやすく伝え，意見を交流することが大切である
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・既習内容（重要事項）を纏めて提示し，思考の際の確認ツールとする

・板書とノートを連動させ，見やすさを意識し，書く場所の混乱を防ぐ

教師は，教材研究の際に

ノート計画を作成しておく
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「書く」に向けた環境整備



板書・ノートが連動
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思考の時間を十分に確保するための予習

思考（書くを含む）やペア・全体交流の時間を十分にとれるよう，

確認しておくべき問題，事前に実施できること等の予習（宿題）を実施

・5年生で既習の合同な三角形を書く（３つの書き方）

・本時の問いの図形の長さや角度を測っておく

・予習してきたことを教師が確認することで，児童の理解度の把握ができる

・授業最初の既習内容の確認や見通しに活かせる

・長さや角度を測る時間が削減できる

・児童が本時でどんな学習をするのかの見通しをもって授業に参加できる
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「書く」力の育成

・自分の考えを記述

・箇条書き，接続詞を使って順序良く整理して記述

⇒自分の考えを論理的に説明できるようになることを目指す

【船城小学校で取り組んでいる「書く」ことのステップ】

①だらだらと量を書く ②はやく書く

③結論から先に書く ④接続詞を用いて論理を意識して書く

・算数ノートの1枚目に貼り，いつでも見て使用できるようにする

・国語や社会，理科などのノートにも貼って，考えを書く際に教師も児童も意識
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「書く」を支援

・穴埋めや箇条書きでトレーニング

・「結論から書く」，「はじめに・次に・最後に」等の書き方の例を示す

・上手な友だちの発表や書き方を取り上げて紹介
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「書く」お手本 ノート交流週間

・学期に１回（年3回），ノート交流週間を実施する

・同じ学年の友だちのノートや同学団のノートを見合う

・上手だと思った，真似したいところを付箋に書いてそのノートに貼る

5・6年生は他学年のアドバイスもする 自分のノートの工夫したところを書く

褒めの言葉やアドバイスにより，自信や意欲の向上となる

友だちや先輩のノートの良いところを真似して，さらに上手になる
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「書く」ことを継続することで

・各学年の児童が考えを書くことに慣れてきている

・慣れることで，書ける量が増える，丁寧にはやく書ける

1・2年生 3・4年生 5・6年生
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単元の終わりの評価でも活用

・単元末テストとは別に，単元のまとめに対応する問題を解き，

解き方の説明を自分の言葉で「書く」

・どのくらい理解できているかの確認となり，評価にも繋がる

・教師が良い所をマークして廊下等に掲示し，全体で視覚化・共有化

【6年生評価基準（例）】

A：結論から記入し，接続詞を使って順序よく整理して書けている

B：自分の考えを順序良く書けている

C：自分の考えの説明が書けていない，順序良く書けていない 12
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ノート，ホワイトボード，電子黒板で交流

・発表者は書いたものをなぞりながら読む

・聴く側は発表者の説明に沿って，図を動か

したり，指で同じようになぞったりしながら聴く

・ペアの考えを聴いた後に質問をする

・2人の納得した考え方をホワイトボードへ

・ペアで発表（説明役と図・言葉を指す役）

・ペアで考えを交流し，共通点や相違点を

伝える，質問をする

・付け足しがあれば赤で記入し完成品を送信

・マーカーで図をなぞりながら全体に説明

1年生

4年生

6年生
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タブレットPCの活用

・予習での既習事項の確認や授業での思考の際に，

QRコードを読み取って学びのヒントを得るツールとしている

・図形の操作，同じ形のグループ分け等，交流の際に活用

・全員の考え方の図を表示して，比較，グループ分けすることもある

・保健室登校，不登校児童に対して算数授業要約チャンネル活用
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教師の教材研究でも活用



児童の変容（認識の飛躍）
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・解き方の説明が最後まで書けていなかった児童が，友だちの

書き方や説明の仕方を参考にして，最後まで書ける姿

・自分なりに考えた解き方とは別に，さらに効率のよい解き方に

気づいて，練習問題を解く際に試す姿

・理解が十分でなかった児童が，友だちの図を使った説明を

聴くことで理解して，問題を解き直している姿

自分の考えを書いて思考を明確にし，それをもとに他者と交流

することで，十分に理解できていなかったことや新たな考え方に

気づき，理解が深まっている児童の姿が見られた
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全国学力調査より

令和3年度全国学力調査結果

第6学年 国語第6学年 算数
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・記述式の問いの無答率が減り，正答率の上昇が見られる

・算数だけではなく，国語の記述でも成果がある

⇒今後も算数だけではなく，他教科を通して考えを「書く」ことを継続する



成果と課題

・自分の考えを書くことで，自信をもって発言できる児童が増えた

・（思考を整理して）端的に分かりやすく伝えられる児童が増えた

・考えを書く，それをもとに他者と交流することを通して，「認識の

飛躍」へと繋がっていると感じられる児童の姿が見られた
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成果

・児童によって書く速さや書き方の差が出ている

・友だちの考えをただ聴くだけの交流となっている様子も見られる

・タブレットPCの活用に関して，認識の飛躍を目指すためにどの

使い方が有効なのか学校として不明確

課題

認識の飛躍に向けた「書く」や「タブレットPCの活用」，「交流」に

関して，児童の変容に焦点をあてた検証を進め，改善を図っていく
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